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筆者らのグループではカーボンナノチュー

ブ(CNT)にナノ高分子錯体（n-PETT）を添加し

た有機ハイブリッド膜で熱電特性が向上する

ことを報告してきた 1)．本研究では n-

PETT/SGCNT/PVC における面内および面直熱

伝導率の異方性について調査した． 

NMP溶媒中に SGCNT(ゼオン社製)，n-PETT

および PVC を分散させ，それを減圧濾過する

ことで n-PETT/SGCNT/PVCのバッキーペーパ

ー（BP）試料を作製した．熱伝導率を AC法，

比熱を DSC(NETZSCH)，表面構造および断面

構造を SEMにより評価した． 

TABLE 1 に n-PETT/SGCNT/PVC および

SGCNT BPの面内・面直熱伝導率を示す．ここ

で n-PETT/SGCNT/PVCおよび SGCNT BPの密

度はそれぞれ 1.19 g/cm3および 0.90 g/cm3で，

比熱はそれぞれ 0.95 J/(gK) および 0.97 J/(gK)

であった．n-PETT/SGCNT/PVCおよび SGCNT 

BP の熱伝導率の異方性はそれぞれ 12 程度と

40程度であった． 

Fig. 1に n-PETT/SGCNT/PVCおよび SGCNT 

BPの断面 SEMを示す．なお，表面 SEM観察

より両者におけるSGCNTのバンドルの太さは

同程度であることを確認した．SGCNT BPは面

内方向に配向した構造が周期的に形成されて

いるが n-PETT/SGCNT/PVCではそのような配

向性は低下していることが判明した．以上より

n-PETT/SGCNT/PVCでは SGCNT BPに比べ面

内熱伝導率が低下し，面内熱電特性が向上した． 

本研究は新エネルギー・産業技術総合開発機

構（NEDO）の助成を受けたものであり日本ゼ

オン株式会社との共同研究による成果である． 
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TABLE 1 Thermal properties of 

n-PETT/SGCNT/PVC and SGCNT BP. 

 

 

Fig.1. SEM images: (a) SGCNT BP, (b) n-

PETT/SGCNT/PVC. 
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